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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題では、解放前後にあたる 1930～1950 年代の太湖流域農漁村の「郷土社会（土

俗的な基層社会）」について、主にフィールドワークという手法を用いて、文献史料研究か
らさらに掘り下げた分析を行った。フィールドワークは４年間で計 10 回におよび、延べ人
数 200 人以上の農漁民から聴き取りを実施した。期間中にはこれらの調査を踏まえた『太
湖流域社会史口述記録集』２冊を刊行することができた。今後、研究成果の整理をさらに
進めていくなかで１冊の『口述記録集』を出版する予定である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Using fieldwork and interview, we studied about the village life of the Taihu lake area 
in 1930-1950 China. Interview is not ordinary technique for historians, but we 
challenged daringly, because documents historical materials related to rural society is 
not enough to analysis. In this project, we investigated at ten times and interviewed 
with more than two hundred elderly inhabitants. Based on this results, we published 
two reports of the Taihu lake area. In the future, we want to publish one more book. 
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１．研究開始当初の背景 
 平成 16～18 年度に実施した研究課題「清
末民国期、江南デルタ市鎮社会の構造的変動
と地方文献に関する基礎的研究」（基盤研究
B 檔）の成果を踏まえて、 案館・図書館・地
方志編纂室所蔵の地方文献（ 檔地方 案、地方
新聞、郷土史料）の読解を進めると同時に、

郷村統治関係者（書記、会計、婦女主任、保
長、甲長、図正など）、土地改革・互助組関
係者（農会幹部、分田小組組長、互助組組長
など）、老農民（雇農、貧農、富農）、老漁民
（船上生活者、漁業村幹部）、私塾教師、宣
巻藝人、廟会組織人、村廟管理人などを対象
とした聴取調査を継続しようとした。 
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２．研究の目的 
 本研究課題の目的は、解放前後の太湖流域
農漁村と、解放後共産党政権下で集団化の道
を歩んできた太湖流域農漁村とを、共時的に
はそれぞれ地方文献とヒアリングという異
なった手法で描出・比較し、通時的には集団
化の視点から検討することで、これまで主に
文献史料を用いて政治・制度的な側面から議
論されてきた、解放前から集団化までの太湖
流域農漁村を、「郷土社会」レヴェルの実態
に即しながら再検討することにある。 
 また歴史学の分野では十分に馴染んでい
ないヒアリングを敢えて主要な研究方法に
据えることで、歴史学におけるヒアリングの
意義、その有効性と限界とを考えてみたい。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究課題の方法はフィールドワーク、特
にヒアリング（口碑資料の収集）に重点を置
くところに特色を有する。1940～1950 年代の
農漁村の実態を記憶しているインフォーマ
ントはすでに僅少であり、このまま放置すれ
ば聴取調査は完全に不可能になる。とりわけ
漁業関係者への聴取調査はこれまで全く存
在しないため、漁業的社会主義改造（漁改）
の過程をより早く、具体的に明らかにする必
要がある。またこれらを成功させる方法とし
て二、三の村落に焦点をあて定点観測を進め
ていく。 
 
 
４．研究成果 
４年間という研究期間の間に、計 10 回に

もわたるフィールドワークを実施し、延べ人
数 200人以上の老農漁民から聴取調査を行う
ことができた。内容も極めて詳細かつ重要な
ものとなっている。 

主な調査村は上海市青浦区、江蘇省呉江市、
浙江省嘉興市・湖州市の諸村落で、解放後の
土地改革、集団化、漁業的社会主義改造、集
団化期の生活、農村の副業・工業化、民間文
化の復興、基層社会の藝能、日本住血吸虫病
と衛生などについてインタビューを実施し
た。 

また、当研究課題の重要な試みの一つであ
るＧＰＳによる測量は、様々な難問に遭遇し
ながらも、一部実行に移すことができた。 

これらの成果を他の研究者とも共有する
ために、『中国農村の信仰と生活──太湖流
域社会史口述記録集』『中国農村の民間藝能
──太湖流域社会史口述記録集２』の２冊の
口述記録集を出版した。また今年度中にもう
１冊、『中国農村の土地と暮らし（仮題）─
─太湖流域社会史口述記録集３』を刊行する
予定である。 
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